
第２章 平成１８年度の実施状況 

  
●子どもと本をつなぐ地域交流会の開催について 

平成１８年度は子ども読書活動を行うボランティアグループの交流会を中部地区（岡町

図書館・服部図書館周辺）において実施しました。 

 当日は地域において活動に取り組む学校司書と保健師からの報告の後、参加者が活動の

現状や課題などを出し合うワークショップを行い、交流の場となりました。参加者はワー

キンググループのメンバー１９人、一般参加者（ボランティア、小学校の読み聞かせボラ

ンティア、文庫関係者、図書館職員など）は３２人でした。 

 

 

（平成１９年（2007 年）２月２８日岡町図書館にて） 
 
 
 
 
 

● （仮称）「豊中市子ども読書マップ」について 
平成１９年度の作成、配布に向けて、推進連絡協議会ワーキンググループ会議において

資料の収集や内容の検討を行いました。 
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● 領域ごとの取り組み 

領域ごとの全体の事業数と新規事業数のうち、平成１８年度に実施した事業数を一覧に

したものです。 
（詳しくは８ページ～４４ページをご覧ください） 

 
 

 
全体の実施数 

実施数／事業数 

（うち新規事業） 

実施数／新規事業数 

１ 家庭・地域 １５／２１ ３／７ 

２ 地域の公共施設 ２８／３４ ５／９ 

３ 保育所（園）・幼稚園 ２３／２３ ０／０ 

４ 学校 １７／１８ ２／２ 

５ 障害のある子どもや 

外国人の子ども 

１９／２７ ３／１１ 

６ 市立図書館 ３７／４１ ７／１２ 

計 １３９／１６４ ２０／４１ 
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● 事業実施状況 

  （注）表の見方 

次ページから 44 ページまでの表については、以下の点を参考にしてください。 

 
・ 区分欄は、継続事業、拡充事業、新規事業の区分を表示しています。① 
継続－現在行われている取り組みの内容を充実し、継続するものを表しています。 
拡充－現在行われている取り組みの機会を広げるものを表しています。 
新規－新規に取り組むものを表しています。 

・ 状況欄には実施、一部実施、未実施について ○ △ □ で表しています。② 
○ ・・・実施    △ ・・・一部実施    □・・・ 未実施 

・ 「指標」とはそれぞれの取り組みの成果を知る目安となるものです。（試行的に設定したもので、

今後変更になることがあります。）例えば行事の実施回数や参加人数などがあげられます。③ 
・ 「実績」とは指標に該当する回数や人数をさしています。④ 
・ 「実施状況と課題」にはそれぞれの取り組みの実施状況や課題について、担当部局や団体が執筆し

ています。また未実施の場合は実施できなかった理由を課題としてあげている箇所もあります。⑤ 
・ 取り組みの番号の背景がグレーになっているものは実施計画に掲載された事業内容の記述に変更

のあったものです。（下線が変更部分）⑥ 
・ 取り組みの下に利用者の声などを記述した項目もあります。⑦ 
・ 実施主体である関係部局・団体欄の名称の前の○印は、その事業について、主に中心となって取

り組むところを表しています。⑧ 
（表示例） 
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情 報 交 流

と研修 

⑥ 

図書館や保育所（園）、幼稚園で行

う研修の情報を他の施設と共有し、

研修の機会を広げる。            

〔１２３、１６３をご参照ください。〕 

拡

充

①

○

②
  

幼稚園教育研究会を通じて、情報交換や研修を行って

いる。(市立幼稚園)                    

情報交換を組織的に行う仕組み作りが課題となってい

る。 

保育所（園）13 ヵ所（園）、幼稚園 4 園で実施。 

○保育所

（園）⑧ 

幼稚園   

市 立 図 書

館 
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絵本検討

会 

絵本検討会で人権の視点からリ

ストを作成し、絵本の選書を行

う。 

拡

充
○

実

施

回

数

③

5

回

④

各保育所にアンケートを実施して、配本したい本（２４０

冊）を集計した。それを絵本検討会で内容によって５つ

の領域に分けて検討した。検討後、本の紹介とともにリ

ストを作成した。⑤ 

市立保育

所 

豊 中 市 幼

稚 園 教 育

研究会 

市立幼稚園教員の研究会の中で、

絵本についての研究・実践交流を

行う。 

継

続
○

実

施

回

数

9

回

保育教材の製作や講師を招いての絵本研究等を実施し

ている。実践の検証が課題である。 

幼 児 教 育

課  78 

「新刊の絵本についても情報交換ができ、保育に活用できる」 ⑦   

 


